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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ しゅっぱんねん せいきゅうきごう ないよう

いちご 平山　和子／さく 福音館書店 １９８９年 Ｓｴﾎﾝ

　いまはまださむいふゆ。いちごのなえは、ゆきにかくれています。あたた
かくなるとつぼみができて、しろいはながさき、ちいさないちごになります。
あかくなって、あまくなったまっかないちごができました。おまちどうさま、さ
あどうぞ。おいしそうないちご、いただきます。

はるのやまで ひらやま　かずこ／さく 童心社 １９８７年 Ｓｴﾎﾝ

　はるのやまで、はながさきました。ふきのはな。ふくじゅそうのはな。すず
らんのはな。ぽっぽっぽとさいています。たくさんのはながさいています。
やさしいいろづかいのえほんです。
　おなじシリーズに『はるのかだんで』、『はるののはらで』が、あります。

はるがきた

ジーン・ジオン／文
　マーガレット・ブロイ・

グレアム／絵
こみや　ゆう／訳

主婦の友社 ２０１１年 ｴﾎﾝ/ｸ

　みんなくらいきもちではるをまっていました。そこで、じぶんたちでまちを
はるにすることをおもいつきます。ペンキでまちじゅうにえをかいて、あか
るいいろをぬり、まちはあかるくかがやきました。ところが、そのばんあめ
がふって、すべてながれてしまうのでした。

おなべおなべ
にえたかな

こいで　やすこ／さく 福音館書店 １９９７年 ｴﾎﾝ/ｺ

　きつねのきっこはたんぽぽをつんで、やまのむこうのおばあちゃんのと
ころにでかけました。おばあちゃんは、スープをにていました。ところが、と
ちゅうでおばあちゃんにようじができました。おばあちゃんがるすのあい
だ、きっこはスープのばんをすることになりました。

はるのおとがきこえるよ

マリオン・デーン・
バウアー／文

ジョン・シェリー／絵
片山　令子／訳

ブロンズ新社 ２０１５年 ｴﾎﾝ/ｼ

ふゆのおわりのよるに、ふしぎなおとがするよ。コツン コトン。ぼくは、く
まとてをつないであるいていく。「もうすぐくるよおー」とかぜがうたう。「もう
すぐくる」とうさぎとりすもいっしょにあるく。パリン パン。そしてとうとうパ
アーン！とおおきなおとがした。

はるにあえたよ
原　京子／文

はた　こうしろう／絵
ポプラ社 ２００７年 ｴﾎﾝ/ﾊ

　はじめてのとうみんから、ふたごのこぐまたちがめをさましました。もうす
ぐはる。でもはるってなんだろう？おとうさんとおかあさんのはなしをきく
と、はるはなんだかすてきなだな。はるをさがしに、まださむいゆきのなか
を２ひきはかけだしていきました。
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